
社協だより

社協  HP

四街道市社協 検 索みんなのボランティア情報紙

令和3年7月15日号から、社協
だより「ふくし四街道」「てと手
～みんなのボランティア情報紙
～」が一緒になりました。

　明けましておめでとうございます。 
皆様には、健やかに初春をお迎え
のことと心よりお慶び申し上げます。 
一昨年より続く新型コロナウイルス
感染症の影響など、福祉を取り巻
く環境が大きく変化する中、地域

住民同士による見守りや支え合い、また、住民と行政
との連携といった、地域全体で支え合う福祉の推進が
一層重要となっております。
　これからも、貴協議会におかれましては、地域福祉
の中核的な担い手として、地域の人びとが安心して生
活できる「福祉のまちづくり」の実現をめざした活動
にご尽力いただきますようお願い申し上げまして、新年
のご挨拶といたします。

　明けましておめでとうございま
す。皆さまにおかれましては、新年
健やかにお迎えのこととお慶び申し
上げます。
　昨年来続く、コロナ禍ではありま
すが、地区社協やボランティア活動
等では、感染予防に努めたうえで活

動を再開し、少しずつ地域の皆さまと共に地域福祉活
動に取り組んで参りました。
　また、すべての人が、多様なつながりの中で、お互
いを尊重し、自分らしさを発揮できる「地域共生社
会」を目指し、「誰もが安心して暮らせるまちづくり」
を推進するため、現在、「第６次地域福祉活動計画」
の策定を進めているところです。
　これからも、住民参加の福祉活動を着実に進め、
地域の皆様と共に手を携え、地域福祉の向上に努めて
まいります。本年もよろしくお願い申し上げます。

これからの社会福祉協議会へ期待すること
四街道市長　佐渡　　斉 四街道市社会福祉協議会　会長　矢口　廣見

矢口　廣見

地域福祉の向上を目指して
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福
祉
功
労
者
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た

令
和
３
年
度 

四
街
道
市
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四
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道
市
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会
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会
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典
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街
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ラ
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オ
ン
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ク
ラ
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ク
ラ
ブ
員
と
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労
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保
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勝
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（
手
話
サ
ー
ク
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ひ
ま
わ
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会
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し
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功
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佐
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佳
代
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熱
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佳
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街
道
市
レ
ク
リ
エ
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シ
ョ
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協
会
役
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功
労
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著
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遠
西　
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石
橋　
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（
四
街
道
拡
大
写
本
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会
会
員
と
し
て
功
労
顕

　

著
）

　
　

藤
島　

和
子

　
（
も
み
の
会
会
員
と
し
て
功
労
顕
著
）

　
　

井
上　

絹
惠　
　

小
林　

知
江
子

　
　

桝
谷　

昭
文　
　

湯
本　

賢
朗

　

例
年
に
わ
た
り
、
市
内
に
お
い
て
社
会
福
祉

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
へ
の
表
彰
を
行
う

こ
と
を
通
じ
て
、
四
街
道
市
の
社
会
福
祉
の
更

な
る
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
四
街
道
市

社
会
福
祉
大
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
四
街
道
市
社

会
福
祉
大
会
に
代
わ
り
、
令
和
３
年
11
月
25

日
（
木
）
に
社
会
福
祉
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

方
々
に
感
謝
の
意
を
表
す
た
め
「
令
和
３
年

度
四
街
道
市
福
祉
功
労
者
表
彰
式
」
を
開
催

し
、
86
名
の
方
々
へ
感
謝
の
意
を
表
し
、
表
彰

を
行
い
ま
し
た
。
地
域
福
祉
は
、
福
祉
従
事
者

の
皆
さ
ま
の
活
動
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
皆
さ
ま
と
一
緒
に
地
域
福
祉
の

更
な
る
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
３
年
度
四
街
道
市
福
祉
功
労
者
表
彰
式

被
表
彰
者
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

会
長
表
彰
贈
呈
者

●
永
年
に
わ
た
り
、
社
会
福
祉
に
尽
力
さ
れ
た

　

方
々

　
（
心
配
ご
と
相
談
員
と
し
て
功
労
顕
著
）

　
　

山
田　

敏
夫

　
（
本
会
理
事
と
し
て
功
労
顕
著
）

　
　

齊
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康
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（
福
祉
協
力
員
と
し
て
功
労
顕
著
）

　
　

泉
水　

永
清　
　

森
田　

宣
子

　
（
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
功
労
顕
著
）

　
　

佐
藤　

惠
子

　
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
希
望
役
員
と
し
て
功
労
顕
著
）

　
　

渡
辺　

智
昭　
　

猿
橋　

芳
生

　
（
四
街
道
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
役
員
と
し

　

て
功
労
顕
著
）

　
　

梶　
　

靜
夫　
　

秋
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則
子

　
（
四
街
道
市
精
神
障
が
い
者
家
族
会
ホ
ー
プ
役

　

員
と
し
て
功
労
顕
著
）

　
　

速
水　

敦
子

　
（
社
会
福
祉
法
人
翠
昂
会
評
議
員
と
し
て
功
労

　

顕
著
）

　
　

能
勢　

正
明

表彰式の様子表彰式の様子
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日頃から地域福祉へのご尽力
誠にありがとうございます。
今後とも皆さまのご活躍
お祈り申し上げます

功
労
賞
贈
呈
者

●
本
会
に
多
額
の
金
品
を
寄
付
、
そ
の
他

　

の
方
法
に
よ
っ
て
協
力
援
助
を
し
た
個

　

人
、
団
体

　
　

株
式
会
社
デ
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シ
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株
式
会
社
千
葉
ヤ
ク
ル
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別
功
労
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贈
呈
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●
会
長
表
彰
を
受
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さ
れ
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の
ち
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永
年
に
わ

　

た
り
、
社
会
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に
尽
力
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れ
た
方
々
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彰

●
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見

千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

●
社
会
福
祉
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設
・
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体
役
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功
労

　
（
社
会
福
祉
法
人　

翠
昴
会
）

　
　

林　

房
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渡
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光
範

　
（
障
害
者
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）

　
　

山
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耕
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（
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害
者
支
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設
ピ
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シ
ー
フ
ォ
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ト
）

　
　

中
村　

明
良　
　

樽
見　

利
恵

　
（
視
覚
障
害
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
ち
ば
）

　
　

百
武　

孝

久々の再会で同窓会のような雰囲気久々の再会で同窓会のような雰囲気



か
ら
の
依
頼
で
、
代
々
受
け
継
が
れ
て
来
た
螺
鈿
柄
の
ケ
ー
ス
に
入
っ
た
オ

ル
ゴ
ー
ル
で
、
こ
れ
を
お
孫
さ
ん
に
も
伝
え
た
い
と
思
い
、
開
け
た
け
れ
ど

動
か
な
い
の
で
途
方
に
く
れ
た
と
の
こ
と
。
そ
れ
を
修
理
し
て
差
し
上
げ
た

と
こ
ろ
、
そ
の
女
性
は
大
い
に
感
激
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
修
理
が
終
わ
っ
て
受
け
取
り
を
待
っ
て
い
た
お
も
ち
ゃ
は
「
パ
ー
キ

ン
グ
タ
ワ
ー
」
で
し
た
。
男
の
子
と
お
母
さ
ん
が
や
っ
て
き
て
、
男
の
子
が

ド
ク
タ
ー
に
促
さ
れ
て
「
パ
ー
キ
ン
グ
タ
ワ
ー
」
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
た
ら

元
通
り
動
き
ま
し
た
。
男
の
子
は
そ
れ
を
見
て
に
っ
こ
り
、
お
母
さ
ん
も
大

喜
び
で
す
。
お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
に
と
っ
て
、
一
番
嬉
し
い
瞬
間
だ
そ
う
で

す
。

　

近
年
は
販
売

さ
れ
る
お
も

ち
ゃ
が
豊
富

で
、
壊
れ
た
ら

捨
て
て
新
し
い

お
も
ち
ゃ
を
買

う
の
が
普
通
に

な
り
ま
し
た

が
、
物
を
大
切

に
す
る
心
は
物

造
り
の
力
を
育

み
、
環
境
問
題

対
策
の
一
助
に

も
な
る
大
事
な

こ
と
で
す
。

　

で
す
か
ら
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
捨
て
ず
に
持
参
し
て
、
修
理
で
き
て
又
使

え
る
こ
と
を
喜
ぶ
子
ど
も
の
心
を
大
切
に
し
た
い
と
矢
間
さ
ん
は
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。　

　

活
動
拠
点
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
わ
ろ
う
べ
の
里
、

各
公
民
館
、
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
子
育
て
サ
ロ
ン
な
ど
８
箇
所
で
す
が
、

現
在
（
12
／
13
現
在
）
は
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
わ
ろ
う
べ
の
里
、
千
代

田
公
民
館
の
み
で
開
催
し
て
い
ま
す
。　
　

　

故
障
し
た
お
も
ち
ゃ
を
修
理
し
て
み
た
い
方
、
き
っ
と
嬉
し
い
笑
顔
に
出

会
え
ま
す
。

　

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

　

11
月
20
日
（
土
）
の
午
後
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

前
は
お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
と
、
壊
れ
た
り
、
動
か
な
く
な
っ
た
お
も
ち
ゃ
を

抱
え
た
子
ど
も
、
完
治
し
た
お
も
ち
ゃ
を
受
け
取
り
に
来
た
子
ど
も
た
ち
で

賑
わ
い
ま
し
た
。　

　

当
日
は
お
も
ち
ゃ
病
院
の
開
院
日
で
す
。

　

壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
持
っ
て
き
た
子
ど
も
に
は
保
護
者
が
付
き
添
っ
て
来

ま
す
が
、
受
付
で
は
先
ず
ド
ク
タ
ー
か
ら
子
ど
も
に
声
が
か
け
ら
れ
ま
す
。

「
ど
う
し
た
の
？
ど
う
し
て
壊
れ
た
の
？
」、す
る
と
子
ど
も
は「
踏
ん
ず
け
て

折
れ
ち
ゃ
っ
た
の
」

と
答
え
ま
す
。
必
要

な
ら
保
護
者
が
説
明

を
補
足
し
ま
す
。

　

ド
ク
タ
ー
が
問
診

票
を
書
き
終
え
る

と
、
そ
の
場
で
処
置

で
き
な
い
場
合
は
入

院
に
な
り
ま
す
。

 

〜 

代
表
の
矢
間
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た 

〜

　

お
も
ち
ゃ
の
故
障

に
は
「
電
気
的
な
接

触
不
良
、
電
気
部
品
の
破
損
や
劣
化
」

「
本
体
の
破
損
」で
あ
る
こ
と
が
多
く
、

「
単
な
る
電
池
の
消
耗
」
だ
け
と
い
う

例
も
よ
く
あ
り
ま
す
。

　

お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
は
、「
電
気
工

学
」
や
「
機
械
工
学
」
の
知
識
を
生

か
し
て
仕
事
を
し
て
き
た
プ
ロ
の
人

も
多
く
、
内
科
、
外
科
な
ど
全
て
が

揃
っ
た
総
合
病
院
の
お
医
者
さ
ん
と

同
じ
で
す
。

　

修
理
費
は
、
部
品
交
換
が
発
生
し

な
い
場
合
無
料
で
す
。

　

四
街
道
お
も
ち
ゃ
病
院
は
日
本
お
も
ち
ゃ
病
院
協
会
の
会
員
で
、
今
年
で

設
立
15
年
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
ド
ク
タ
ー
は
20
名
で
す
が
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
ド
ク
タ
ー
が
必
要

で
す
。

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
の
影
響
で

依
頼
件
数
が
半
減
し
ま
し
た
が
、

例
年
、
年
間
の
修
理
件
数
は
４
０

０
件
に
も
な
り
ま
す
。

　

依
頼
は
市
内
だ
け
で
な
く
、
八

千
代
市
、
白
井
市
、
船
橋
市
な
ど

広
範
囲
か
ら
や
っ
て
来
ま
す
。

　

特
に
記
憶
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

木
更
津
に
お
住
い
の
80
才
の
女
性
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あ
な
た
の
住
ん
で
い
る
地
域
は
ど
ん
な
地
域
で
す
か
？
超
高

齢
化
社
会
の
い
ま
、
自
分
の
健
康
管
理
と
介
護
予
防
へ
の
取
り

組
み
が
大
切
で
す
。
社
会
参
加
は
何
よ
り
も
効
果
的
な
介
護
予

防
活
動
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で

も
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
た
め
に
、
歩
い
て
行
け
る
身
近
な
範
囲

に
多
種
多
様
な
「
参
加
」「
相
談
」「
支
援
」（
そ
れ
ぞ
れ
の
頭
文

字
を
と
っ
て
３
つ
の
Ｓ
）
が
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
一
緒
に
目
指

し
て
い
き
ま
せ
ん
か
。
今
回
は
四
街
道
市
社
協
が
取
り
組
ん
で

い
る
住
民
参
加
型
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
「
に
こ
に
こ
サ
ー
ビ
ス
」

と
各
地
区
で
の
取
組
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

に
こ
に
こ
サ
ー
ビ
ス
は
、
高
齢
や
障
が
い
な
ど
の
理
由
で
、

日
常
生
活
上
の
ち
ょ
っ
と
し
た
家
事
を
お
手
伝
い
す
る
有
償

の
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
で
す
。「
家
事
援
助
を
通
し
て
地
域

の
中
で
「
た
す
け
あ
い
の
繫
が
り
」
を
作
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

「
困
っ
て
い
る
人
の
力
に
な
り
た
い
」「
地
域
で
活
躍
し
た
い
」

と
お
考
え
の
方
は
、
空
い
て
い
る
時
間
で
た
す
け
あ
い
活
動

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

協
力
会
員
募
集
中
で
す
。

　

在
宅
支
援
係　

☎ 

０
４
３
（
３
０
４
）
２
８
２
９

★
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
四
街
道
の
支
え
あ
い

　

地
域
づ
く
り
１
０
０
人

　
　
　
　
　
　

情
報
交
換
会
」

日
時
：
令
和
４
年
１
月
21
日

　
　
　

17
時
30
分
〜
19
時
30
分

形
式
：
オ
ン
ラ
イ
ン
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

　
　
　

定
員
を
超
え
た
場
合
は

　
　
　

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
ラ
イ

　
　
　

ブ
配
信
を
視
聴

対
象
：
市
民
、
医
療
・
介
護
関

　
　
　

係
者
、
企
業
等
地
域
づ

　
　
　

く
り
に
興
味
の
あ
る
方

　
　
　

ど
な
た
で
も

申
し
込
み
は

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
↓

※

詳
細
は
社
協
Ｈ
Ｐ
又
は
福
祉

セ
ン
タ
ー
窓
口
に
置
い
て
あ
る

チ
ラ
シ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

☎
０
４
３（
４
２
０
）６
０
７
０

み
ん
な
の
力
で
身
近
な
地
域
の
中
で
、

助
け
あ
い・
支
え
あ
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
！

助
け
あ
い
・
支
え
あ
い
の

　
　
　

繋
が
り
を
広
げ
る
た
め
に

〇
住
民
参
加
型
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
「
に
こ
に
こ
サ
ー
ビ
ス
」

西中学校 A 地区
「コロナ禍の孤
独の解消。」
「1 人じゃない
よ」の 思 い を
ニュースレター
に載せ発信しま
した。

千代田中学校地区　参加・相談・
支援 3 つの S を地図に載せ発
信しました。

四街道中学校地区　「支えあい」の地
域づくりについて、区、自治会、シニア
会長等と意見交換し身近な地域で広
げることを呼びかけました。

北中学校地区　誰もが気軽
に集える「地域カフェ」みん
なの居場所をつくりました。

西中学校 B 地区
　コロナ禍の外
出制限による運
動不足解消に向
けて、モモちゃ
ん 体 操 をユー
チューブにアッ
プしました。



か
ら
の
依
頼
で
、
代
々
受
け
継
が
れ
て
来
た
螺
鈿
柄
の
ケ
ー
ス
に
入
っ
た
オ

ル
ゴ
ー
ル
で
、
こ
れ
を
お
孫
さ
ん
に
も
伝
え
た
い
と
思
い
、
開
け
た
け
れ
ど

動
か
な
い
の
で
途
方
に
く
れ
た
と
の
こ
と
。
そ
れ
を
修
理
し
て
差
し
上
げ
た

と
こ
ろ
、
そ
の
女
性
は
大
い
に
感
激
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
修
理
が
終
わ
っ
て
受
け
取
り
を
待
っ
て
い
た
お
も
ち
ゃ
は
「
パ
ー
キ

ン
グ
タ
ワ
ー
」
で
し
た
。
男
の
子
と
お
母
さ
ん
が
や
っ
て
き
て
、
男
の
子
が

ド
ク
タ
ー
に
促
さ
れ
て
「
パ
ー
キ
ン
グ
タ
ワ
ー
」
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
た
ら

元
通
り
動
き
ま
し
た
。
男
の
子
は
そ
れ
を
見
て
に
っ
こ
り
、
お
母
さ
ん
も
大

喜
び
で
す
。
お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
に
と
っ
て
、
一
番
嬉
し
い
瞬
間
だ
そ
う
で

す
。

　

近
年
は
販
売

さ
れ
る
お
も

ち
ゃ
が
豊
富

で
、
壊
れ
た
ら

捨
て
て
新
し
い

お
も
ち
ゃ
を
買

う
の
が
普
通
に

な
り
ま
し
た

が
、
物
を
大
切

に
す
る
心
は
物

造
り
の
力
を
育

み
、
環
境
問
題

対
策
の
一
助
に

も
な
る
大
事
な

こ
と
で
す
。

　

で
す
か
ら
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
捨
て
ず
に
持
参
し
て
、
修
理
で
き
て
又
使

え
る
こ
と
を
喜
ぶ
子
ど
も
の
心
を
大
切
に
し
た
い
と
矢
間
さ
ん
は
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。　

　

活
動
拠
点
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
わ
ろ
う
べ
の
里
、

各
公
民
館
、
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
子
育
て
サ
ロ
ン
な
ど
８
箇
所
で
す
が
、

現
在
（
12
／
13
現
在
）
は
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
わ
ろ
う
べ
の
里
、
千
代

田
公
民
館
の
み
で
開
催
し
て
い
ま
す
。　
　

　

故
障
し
た
お
も
ち
ゃ
を
修
理
し
て
み
た
い
方
、
き
っ
と
嬉
し
い
笑
顔
に
出

会
え
ま
す
。

　

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

　

11
月
20
日
（
土
）
の
午
後
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

前
は
お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
と
、
壊
れ
た
り
、
動
か
な
く
な
っ
た
お
も
ち
ゃ
を

抱
え
た
子
ど
も
、
完
治
し
た
お
も
ち
ゃ
を
受
け
取
り
に
来
た
子
ど
も
た
ち
で

賑
わ
い
ま
し
た
。　

　

当
日
は
お
も
ち
ゃ
病
院
の
開
院
日
で
す
。

　

壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
持
っ
て
き
た
子
ど
も
に
は
保
護
者
が
付
き
添
っ
て
来

ま
す
が
、
受
付
で
は
先
ず
ド
ク
タ
ー
か
ら
子
ど
も
に
声
が
か
け
ら
れ
ま
す
。

「
ど
う
し
た
の
？
ど
う
し
て
壊
れ
た
の
？
」、す
る
と
子
ど
も
は「
踏
ん
ず
け
て

折
れ
ち
ゃ
っ
た
の
」

と
答
え
ま
す
。
必
要

な
ら
保
護
者
が
説
明

を
補
足
し
ま
す
。

　

ド
ク
タ
ー
が
問
診

票
を
書
き
終
え
る

と
、
そ
の
場
で
処
置

で
き
な
い
場
合
は
入

院
に
な
り
ま
す
。

 

〜 

代
表
の
矢
間
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た 

〜

　

お
も
ち
ゃ
の
故
障

に
は
「
電
気
的
な
接

触
不
良
、
電
気
部
品
の
破
損
や
劣
化
」

「
本
体
の
破
損
」で
あ
る
こ
と
が
多
く
、

「
単
な
る
電
池
の
消
耗
」
だ
け
と
い
う

例
も
よ
く
あ
り
ま
す
。

　

お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
は
、「
電
気
工

学
」
や
「
機
械
工
学
」
の
知
識
を
生

か
し
て
仕
事
を
し
て
き
た
プ
ロ
の
人

も
多
く
、
内
科
、
外
科
な
ど
全
て
が

揃
っ
た
総
合
病
院
の
お
医
者
さ
ん
と

同
じ
で
す
。

　

修
理
費
は
、
部
品
交
換
が
発
生
し

な
い
場
合
無
料
で
す
。

　

四
街
道
お
も
ち
ゃ
病
院
は
日
本
お
も
ち
ゃ
病
院
協
会
の
会
員
で
、
今
年
で

設
立
15
年
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
ド
ク
タ
ー
は
20
名
で
す
が
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
ド
ク
タ
ー
が
必
要

で
す
。

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
の
影
響
で

依
頼
件
数
が
半
減
し
ま
し
た
が
、

例
年
、
年
間
の
修
理
件
数
は
４
０

０
件
に
も
な
り
ま
す
。

　

依
頼
は
市
内
だ
け
で
な
く
、
八

千
代
市
、
白
井
市
、
船
橋
市
な
ど

広
範
囲
か
ら
や
っ
て
来
ま
す
。

　

特
に
記
憶
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

木
更
津
に
お
住
い
の
80
才
の
女
性

社協だより ふくし四街道 No.162５

交
通
費　

利
用
者
宅
ま
で
の
往
復
時
間

　
　
　
　
　

に
応
じ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

１
．
30
分
未
満　

支
給
な
し

２
．
30
分
以
上
１
時
間
未
満　

５
０
０
円

３
．
１
時
間
以
上　

１
，
０
０
０
円

応
募
方
法

　

お
電
話
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　

※

月
曜
日
か
ら
金
曜
日 

９
時
か
ら
17
時

　

※

登
録
に
際
し
て
、
千
葉
県
社
会
福
祉

　
　

協
議
会
主
催
の
生
活
支
援
員
養
成
研

　
　

修
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
　
生
活
支
援

員
に
登
録
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

日
常
生
活
を
送
る
上
で
、
十
分
な
判
断

が
で
き
な
い
方
や
、
体
の
自
由
が
き
か
な

い
方
が
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
に
支
援
す
る
事
業
で
す
。

　

本
事
業
で
は
、
利
用
者
の
支
援
内
容
を

勘
案
し
、
生
活
支
援
員
に
登
録
し
た
方
の

中
か
ら
選
任
し
て
業
務
に
あ
た
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

業
務
内
容
　

１
．
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
つ
い
て
の
相

　
　

談
や
情
報
提
供

２
．
日
常
生
活
に
必
要
な
事
務
の
手
続
き

３
．
金
融
機
関
で
の
引
き
出
し
や
、
税
金
・

　
　

公
共
料
金
等
の
支
払
い
代
行

資
格
要
件　

四
街
道
市
民
で
75
歳
未
満
の
方

活
動
日　

月
１
か
ら
２
日 ※

平
日
の
み

活
動
時
間　

１
時
間
か
ら
２
時
間
程
度

　
　
　
　
　

※

９
時
か
ら
概
ね
15
時
の
間

活
動
場
所　

市
内
利
用
者
宅 

ほ
か

活
動
費　

活
動
時
間
に
応
じ
て
支
給
さ

　
　
　
　
　

れ
ま
す
。

　
　
　
　
　

時
間
30
分
未
満　

１
，０
０
０
円

　
　
　
　
　

以
降
30
分
毎
に
５
０
０
円
加
算

　
共
同
募
金
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た

 

赤
い
羽
根
共
同
募
金

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が
10
月
１
日

か
ら
行
わ
れ
、
区
・
自
治
会
や
市
内
に
あ

る
各
学
校
・
団
体
な
ど
の
ご
協
力
に
よ
り

12
月
17
日
現
在
で
は
５
４
２
万
７
９
８
９

円
が
集
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

募
金
は
、
社
会
福
祉
活
動
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
募
金
は
令
和
４
年

３
月
30
日
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

 

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

　

こ
の
募
金
は
新
た
な
年
を
迎
え
る
時
期

に
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
が
、
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
お
気
持
ち

と
関
係
者
の
ご
協
力
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
た
上
で
、Ｊ
Ｒ
四

街
道
駅
で
市
内
の
福
祉
団
体
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
ご
協
力
の
も
と
、
街
頭
募
金
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
銀
行
振
込
及

び
社
協
窓
口
で
の
受
付
に
よ
る
募
金
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。
市
内
の
商
店
や
会
社
、

団
体
、
個
人
等
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ

り
、
12
月
17
日
現
在
で
は
71
万
５
７
４
７

円
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
貴
重
な
募
金
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
も
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
絶
や
さ

な
い
よ
う
、
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
世

帯
等
へ
次
の
と
お
り
お
届
け
い
た
し
ま
し
た
。

【
令
和
３
年
度
配
分
内
容
】

 

・
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
入
学
準
備
金

 

・
市
内
福
祉
施
設
へ
の
見
舞
品

 

・
障
害
者
施
設
ク
リ
ス
マ
ス
会
費
用
助
成

 
・
歳
末
慰
問
品
の
配
布

　

寒
さ
厳
し
い
折
、「
た
す
け
あ
い
の
心
」

で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
皆
さ
ま

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

社
協
か
ら
の
お
知
ら
せ

あけましておめでとう
ございます！
今年も皆さまにとって
良い年になりますよう
お祈り申し上げます。



社協だより ふくし四街道 No.162

　令和３年９月２５日から令和３年１２月２３日まで
に次の方々からご寄付をいただきました。
　皆様からのこころ温まるご寄付は、社会福祉事業に
活用させていただきます。（敬称略）
10月
・千葉土建四街道分会‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５，０１４円
・匿名‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５０，０００円
・株式会社千葉ヤクルト工場‥‥‥‥‥１００，０００円
・鎌田景子‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１０，０００円

11月
・サンクレイドル千城台・御成台公園前自治会
　　　　　　　　　　　‥‥‥‥‥‥‥‥２０，０００円
・和彦‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２，４３５円
・匿名‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１０，０００円
・ボランティアグループ　ほほえみの会‥‥５，０００円
12月
・四街道芸術舞踊会‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥３０，０００円
・匿名‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５，０００円
・匿名‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１０，０００円
・鎌田景子‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１０，０００円
・匿名‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２００，０００円
・匿名‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２７，０００円
・匿名‥‥‥切手（80円切手×30枚、60円切手×40枚）
・自疆術同好会‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５，０００円
・千代田５丁目Ｇ．Ｇ同好会‥‥‥‥‥‥‥５，０００円

令和３年度累計‥‥‥‥‥‥‥１，４３７，４０７円

※社協に対する寄付金は、税制上の寄付金控除の対象
　になります。詳しくは社協職員にお尋ねください。

ご寄付ありがとうございますふくしの相談のご案内

６

● 座ったままできるヨガ ●

椅子ヨガ
開 催 日：令和４年２月３日（木） 
　　　　　　Ａ班　１3:００～１3:４０
　　　　　　Ｂ班　１3:５０～１3:３０
開催場所：四街道市総合福祉センター２階 和室
対 象 者：四街道市内在住の６０歳以上の方
参 加 費：無料
定　　員：各班３５名
持 ち 物：タオル（肩幅以上の長さのもの）
申 込 み：１月２４日（月）９:００～
　　　　　電話にて先着順

　問い合わせ：総合福祉センター
　TEL：423-2940

四街道市の高齢化率　28.53%
（ －0.04　令和２年12月１日比） 

令和３年12月１日現在

弁護士相談 電話予約制（先着6人）相談時間15分程度

相談場所
総合福祉センター
わろうべの里

１月
19日
26日

２月
  2 日・16日
  9 日・24日

３月
  2 日・16日
  9 日・23日

４月
  6 日・20日
13日・27日

１月
26日

２月
９日・24日

３月
９日・23日

４月
13日・27日

　　☎ 043－422－2945　Fax 043－422－2807
　　・相談日の翌日朝9時から次回分の予約を電話で受付
　　・同じ内容の相談は1人3回まで

法律相談窓口
（相談無料、秘密厳守）

心配ごと相談
　　☎ 043－422－2945　Fax 043－422－2807
　　・時間： 13時～16時（最終受付15時）
　　・相談場所：総合福祉センター

生活相談窓口
（予約不要、相談無料、秘密厳守）

　社会福祉協議会葬祭専用電話
　　☎ 043－422－1541
 　 　（夜間は委託業者にて対応）

葬儀に関する相談窓口（24時間受付）

四街道市地域包括支援センター
　　場所：総合福祉センター分館
　　担当地区：西中Ａ地区、西中Ｂ地区、北中地区、
　　　　　　　千代田中地区
　　☎ 043－420－6070　Fax 043－424－6707

高齢者の総合相談窓口

くらしサポートセンター「みらい」
　　場所：総合福祉センター３階
　　☎ 043－421－3003　Fax 043－422－2807

仕事・生活でお困りの方の相談窓口

四街道市みなみ地域包括支援センター
　（運営主体：社会福祉法人  旭会）
　　場所：南部総合福祉センターわろうべの里２階
　　担当地区：四街道中地区・旭中地区
　　☎ 043－497－5165  Fax 043－497－5166

障害者相談支援事業所　ひだまり
　　場所：総合福祉センター分館
　　☎ 043－304－2828　Fax 043－424－6707

障がいのある方の総合相談窓口

障害者相談支援事業所　ほほえみ
　（運営主体：社会福祉法人  翠昂会）
　　場所：南部総合福祉センターわろうべの里２階
　　☎ 043－420－5388　Fax 043－420－5389

相談場所
総合福祉センター
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おもちゃ 修理します！
子どもが大事にしていたおもちゃが、ある日突然動かなくなってしまった。

古いおもちゃなので、誰も修理してくれない…。修理するより買い替えたほうが安い…。
このような経験はありませんか？

そんなおもちゃたちを蘇らせるのが、私たち“四街道おもちゃ病院”です。

お
も
ち
�
ド
ク
タ
�
で
す

撮影のためマスクを外しています撮影のためマスクを外しています

私たち



か
ら
の
依
頼
で
、
代
々
受
け
継
が
れ
て
来
た
螺
鈿
柄
の
ケ
ー
ス
に
入
っ
た
オ

ル
ゴ
ー
ル
で
、
こ
れ
を
お
孫
さ
ん
に
も
伝
え
た
い
と
思
い
、
開
け
た
け
れ
ど

動
か
な
い
の
で
途
方
に
く
れ
た
と
の
こ
と
。
そ
れ
を
修
理
し
て
差
し
上
げ
た

と
こ
ろ
、
そ
の
女
性
は
大
い
に
感
激
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
修
理
が
終
わ
っ
て
受
け
取
り
を
待
っ
て
い
た
お
も
ち
ゃ
は
「
パ
ー
キ

ン
グ
タ
ワ
ー
」
で
し
た
。
男
の
子
と
お
母
さ
ん
が
や
っ
て
き
て
、
男
の
子
が

ド
ク
タ
ー
に
促
さ
れ
て
「
パ
ー
キ
ン
グ
タ
ワ
ー
」
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
た
ら

元
通
り
動
き
ま
し
た
。
男
の
子
は
そ
れ
を
見
て
に
っ
こ
り
、
お
母
さ
ん
も
大

喜
び
で
す
。
お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
に
と
っ
て
、
一
番
嬉
し
い
瞬
間
だ
そ
う
で

す
。

　

近
年
は
販
売

さ
れ
る
お
も

ち
ゃ
が
豊
富

で
、
壊
れ
た
ら

捨
て
て
新
し
い

お
も
ち
ゃ
を
買

う
の
が
普
通
に

な
り
ま
し
た

が
、
物
を
大
切

に
す
る
心
は
物

造
り
の
力
を
育

み
、
環
境
問
題

対
策
の
一
助
に

も
な
る
大
事
な

こ
と
で
す
。

　

で
す
か
ら
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
捨
て
ず
に
持
参
し
て
、
修
理
で
き
て
又
使

え
る
こ
と
を
喜
ぶ
子
ど
も
の
心
を
大
切
に
し
た
い
と
矢
間
さ
ん
は
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。　

　

活
動
拠
点
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
わ
ろ
う
べ
の
里
、

各
公
民
館
、
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
子
育
て
サ
ロ
ン
な
ど
８
箇
所
で
す
が
、

現
在
（
12
／
13
現
在
）
は
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
わ
ろ
う
べ
の
里
、
千
代

田
公
民
館
の
み
で
開
催
し
て
い
ま
す
。　
　

　

故
障
し
た
お
も
ち
ゃ
を
修
理
し
て
み
た
い
方
、
き
っ
と
嬉
し
い
笑
顔
に
出

会
え
ま
す
。

　

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

（開館時間 9:00 ～ 17:00）　日曜日・祝祭日・年末年始を除く 82022.1.15みんなのボランティア情報紙

　

11
月
20
日
（
土
）
の
午
後
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

前
は
お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
と
、
壊
れ
た
り
、
動
か
な
く
な
っ
た
お
も
ち
ゃ
を

抱
え
た
子
ど
も
、
完
治
し
た
お
も
ち
ゃ
を
受
け
取
り
に
来
た
子
ど
も
た
ち
で

賑
わ
い
ま
し
た
。　

　

当
日
は
お
も
ち
ゃ
病
院
の
開
院
日
で
す
。

　

壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
持
っ
て
き
た
子
ど
も
に
は
保
護
者
が
付
き
添
っ
て
来

ま
す
が
、
受
付
で
は
先
ず
ド
ク
タ
ー
か
ら
子
ど
も
に
声
が
か
け
ら
れ
ま
す
。

「
ど
う
し
た
の
？
ど
う
し
て
壊
れ
た
の
？
」、す
る
と
子
ど
も
は「
踏
ん
ず
け
て

折
れ
ち
ゃ
っ
た
の
」

と
答
え
ま
す
。
必
要

な
ら
保
護
者
が
説
明

を
補
足
し
ま
す
。

　

ド
ク
タ
ー
が
問
診

票
を
書
き
終
え
る

と
、
そ
の
場
で
処
置

で
き
な
い
場
合
は
入

院
に
な
り
ま
す
。

 

〜 

代
表
の
矢
間
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た 

〜

　

お
も
ち
ゃ
の
故
障

に
は
「
電
気
的
な
接

触
不
良
、
電
気
部
品
の
破
損
や
劣
化
」

「
本
体
の
破
損
」で
あ
る
こ
と
が
多
く
、

「
単
な
る
電
池
の
消
耗
」
だ
け
と
い
う

例
も
よ
く
あ
り
ま
す
。

　

お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
は
、「
電
気
工

学
」
や
「
機
械
工
学
」
の
知
識
を
生

か
し
て
仕
事
を
し
て
き
た
プ
ロ
の
人

も
多
く
、
内
科
、
外
科
な
ど
全
て
が

揃
っ
た
総
合
病
院
の
お
医
者
さ
ん
と

同
じ
で
す
。

　

修
理
費
は
、
部
品
交
換
が
発
生
し

な
い
場
合
無
料
で
す
。

　

四
街
道
お
も
ち
ゃ
病
院
は
日
本
お
も
ち
ゃ
病
院
協
会
の
会
員
で
、
今
年
で

設
立
15
年
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
ド
ク
タ
ー
は
20
名
で
す
が
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
ド
ク
タ
ー
が
必
要

で
す
。

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
の
影
響
で

依
頼
件
数
が
半
減
し
ま
し
た
が
、

例
年
、
年
間
の
修
理
件
数
は
４
０

０
件
に
も
な
り
ま
す
。

　

依
頼
は
市
内
だ
け
で
な
く
、
八

千
代
市
、
白
井
市
、
船
橋
市
な
ど

広
範
囲
か
ら
や
っ
て
来
ま
す
。

　

特
に
記
憶
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

木
更
津
に
お
住
い
の
80
才
の
女
性

お
も
ち
ゃ
病
院

退院を迎えたおもちゃ退院を迎えたおもちゃ

ただ今、修理中ただ今、修理中

受付の様子受付の様子
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故
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お
も
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方
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笑
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。

　

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

　昨年延期となっていたおもちゃドクター養成講座の
開講日が決定しました。
　おもちゃ病院は、お子さんのお気に入りのおもちゃ
を長く大切に使ってもらうために活動しています。本
講座では、おもちゃを修理するボランティア「おもちゃ
ドクター」の基本を習得します。
　受講後は、「おもちゃ病院」で一緒に活動しません
か？
日　時：１月３０日（日）、２月５日（土）
　　　　１０:００～１６:００
場　所：総合福祉センター３階会議室
内　容：おもちゃの修理法、加工技術、実例紹介、
　　　　修理実習ほか
講　師：日本おもちゃ病院協会　嶋田弘史氏
定　員：１０名
参加費：２０００円（テキスト代）
持ち物：ラジオペンチ、ニッパー、ドライバーセット（プ
　　　　ラス、マイナス）、ピンセット
　　　　（お持ちでない方はご相談ください）
申込み：ボランティアセンター
　　　　☎ ０４３－４２１－６３００
　　　　　 vc@yotsukaido-shakyo.or.jp
協　力：日本おもちゃ病院協会
　　　　四街道おもちゃ病院

おもちゃドクター養成講座

9 申込み・問合せはボランティアセンターへ  ☎ 043 -421 -6300（社会福祉協議会内）
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０

０
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。

　

依
頼
は
市
内
だ
け
で
な
く
、
八

千
代
市
、
白
井
市
、
船
橋
市
な
ど

広
範
囲
か
ら
や
っ
て
来
ま
す
。
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80
才
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ら

で
ん
が
ら

修理を終えたパーキングタワー修理を終えたパーキングタワー
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登録団体こんな活動しています！
（５）地域交流ボランティア編　

　毎回、活動分野ごとにボランティア団体をご紹介している「登録団体こんな活動をしています！」。
　第５回目の今回は「地域交流」ボランティアです。
　居場所づくりや健康体操、学習会、ちょっとした生活のお手伝い、いろいろなイベントなど、地域に根差した
活動をしている５つの団体をご紹介します（下の表をご参照ください）。それらの中から
今回は地域支え合い推進会議 チーム「旭ヶ丘」をご紹介します。

地域支え合い推進会議　チーム「旭ヶ丘」
・ゴミ出しが重くて時々手伝って欲しい
・退院したばかりで体が不自由なので買い物に付き合って
・庭木の伐採をお願いできないかしら
・ベッドなど重たい什器の移動を頼みたいんだけど
・蛍光灯が切れて高所で取り換えができないの

　私たちの周りにはこのようなちょこっとした生活上の困りごとで、支援の必要な高齢者や身体の不自由な方々
が多くいます。チーム「旭ヶ丘」は、24名のサポーターがちょっとした「地域の困りごと」のお手伝いをしています。
サポーターどうしのネットワークと「ちょこっと困りごとサポーターの家」のプレートを作成し、サポーターの自宅
の門扉に掲示しました。
　そして、“サポーター１０か条”を制定し、「みんなで支え合う笑顔の街、旭ヶ丘」の街づくりを進めています。
このサポーターの輪が大きくなって、門扉に掲示するプレートの数がさらに広がっていくことを目標に。

「ちょこっとサポート」サポーター10か条
⑴ 周囲に困っている人がいたら、まず自分から声掛けをしましょう。但し親切の押し売りには気を付けましょう。
⑵ 困りごとの相談を受けたら、ていねいに応対しましょう。
⑶ 相談内容を、サポーターが出来ることと出来ないことを判断しましょう。
⑷ 自分にできない相談ごとは、サポーターネットワークで、出来るサポーターにつなぎましょう。
⑸ 行政機関や民生委員などにつなぐ必要があると判断したら、相談先を紹介しましょう。
⑹ サポーターにできない危険な相談ごとや、金銭が絡んだ相談ごとは、ていねいに断りましょう。できる範囲
　 での活動をしましょう。
⑺ 相談者の氏名、住所、電話番号、日時、簡単な相談内容などを記録しておきましょう。
⑻ 相談ごとの内容を他人に漏らすことによって、その人の名誉を傷つけたり利益を損なうことのないように気を
　 付けましょう。
⑼ サポーターの輪を広げるために、周囲に声掛けをしましょう。
⑽ 「地域の助け合い」の基本は、自己責任のボランティア活動であることを理解しましょう。

　　　　　 団体名

おしゃべりサロン「ぬくもり」

おはよう・ふれあい活動
推進チーム

鹿放ヶ丘ふれあい会＆サロン

わろうべ会

地域支え合い推進会議
 ミニ協議体 「チーム旭ヶ丘」

　　　　　　　　  主な活動内容

地域に根ざした集いと交流の場の提供

誰でも参加できる「おはよう健康体操の会」の開催

第１木曜日は健康体操・ゲーム等。第３木曜日はサロンを
開催する

わろうべの里を拠点に、地域福祉・健康増進向上に向けた
事業の実施

旭ヶ丘をもっと安心で楽しく生活できるような街づくり

主な活動日

月、火、木 他

月～金

第１・３木曜

定例会 第1木
紙芝居 第1・3金

随時

9

13

8

36

24

人数

新型コロナウィルス感染予防のため、一部活動を制限する場合があります。 （問合せはボランティアセンター ☎ 043-421-6300 まで）

「ちょこっと困りごと
サポーターの家」の

プレート



　―ボランティア活動相談日―
　お１人ずつ対面式でボランティア活動の紹介や相談
を行います。いろいろな活動の中から、ご自分に合
った活動が探せます。お気軽にお越しください。

日　時：１月２１日（金）１０:００～１１:００
　　　　　　　　　　　1４:００～15:００
場　所：総合福祉センター３階 ボランティアセンター
問合せ：ボランティアセンター ☎ 043-421-6300

※上記の日時以外も、随時ボランティア相談を受けて
います。

お知らせ
ボランティアやったるＤａｙ！１

　高齢や障がいがあるなどの理由で自力での外出が
難しい人を、リフトやスロープ付きの車で送迎するた
めの、運転ボランティアを募集しています。
　ご自分の都合の良い日に活動できます。
　普通運転免許があれば、その他の資格等は特に必
要ありません。（74歳までの定年制あり）
　※研修（実習含む）あり。
　安心して活動できます。

問合せ：ボランティアセンター ☎ 043-421-6300

運転ボランティア募集２

四街道ケアセンターそよ風（物井1596-4）
①・歌、楽器演奏、踊りなどを披露してくださる方
　　（カラオケの機械をご使用して頂けます）
　・囲碁、将棋、麻雀のお相手をしてくださる方
　日　時：月～土曜日　応相談
　　　　　14:00 ～15:00
　　　　　リモート出演でも大丈夫です

②入浴後のドライヤーかけとお茶出し、話し相手な
　どをしてくださる方
　日　時：月～土曜日　応相談
　　　　　10:00 ～12:00

※新型コロナウイルス感染予防の為、現段階ではボ
　ランティア等、外部からの来所を制限させていた
　だいております。
　活動に関してのご相談は、お問い合わせください
　ますよう、よろしくお願いいたします。

問合せ：深澤　☎ 043-304-7411

　つくろい物、名札付け、買い物介助、話し相手と、
色々なボランティアをしてきました。
　３年前、主人の歩き方がおかしい事に気がつき、
思いがけなく介護の生活が始まりました。
　今まで何げなくやってきたボランティアでした
が、そこで見聞きし、経験したことが、知らないう
ちに私の財産になっていました。それは、日々の介
護の中で、状況に応じて自然とどうすれば良いかが
分かり、すぐに手を打てるということです。こんな
にもボランティアで経験したことが、実生活に役に
立つのかと驚きです。その上、活動を通して友人も
たくさん出来ました。この友人達は、時々電話や顔
を見に来てくれることで、私の気分転換やリフレッ
シュタイムにもなっています。
　思えば、何げなく誘われて入ったボランティアで
したが、色々な経験や、たくさんの方々との交流に、
楽しく活動できたことに感謝の思いでいっぱいで
す。

八ツ手の会　千葉明世　

ボランティアは私の財産

自分たちの活動の出来事
や、ちょっと自慢したい
あんなこと、こんなこと。
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四街道市社協の活動などを、ＳＮＳ配信しています！

今年度、賛助会員になっていただいた団体・法人様をご紹介します。 （敬称略）　順不同

※配信限定となります。
　お問い合わせ等は、四街道市
　社協HPの問い合わせフォーム
　よりお願いいたします。

発行 ： 社会福祉法人 四街道市社会福祉協議会
問い合わせ：☎043-422-2945　FAX：043-422-2807

矢口　廣見

株式会社 さわやかケアサービス、岩渕薬品株式会社、有限会社 タキグチ、有限会社 アドス社、
MEGAドン ・キホーテ四街道店、社会福祉法人 笑顔、千葉フーズ株式会社、株式会社 ダイショ
ク、めいわ歯科医院、株式会社チェリーコート、三立機械工業株式会社、社会福祉法人 千葉
県視覚障害者福祉協会、株式会社 アーチサービス、社会福祉法人 勝曼会 特別養護老人ホーム 
あすみの丘、株式会社 オーチュー 千葉支店、一般財団法人 労災サポートセンター千葉労災特
別介護施設、千葉日産自動車 株式会社、医療法人社団 暁会、フラワーショップ むさしの、株
式会社 キコー千葉、有限会社 江戸子屋、社会福祉法人 旭会特別養護老人ホーム あさひ園、
有限会社 山豊、京葉銀行 四街道支店、四街道市地域振興財団、株式会社 四街道企業、有限会
社 保足電設、サービス付き高齢者向け住宅 天賀 四街道、まきの生花店、伊佐勉、Tea for 
two、家族葬エコホール、斉藤自動車
※四街道市社会福祉協議会では、市内の地域福祉の推進を目指す活動に賛同、ご協力して頂け
る賛助会員を募集しています。当会へのご連絡お待ちしております。

親子でプラバン工作
　くらしサポートセンター「みらい」では、「フードバンクちば」
と協同し、四街道市内で生活に困窮する方に、必要な食料を
提供させて頂いています。ご家庭に眠っている食品やお知り
合いの企業等で、不要となった食料がある場合は、ぜひご協
力をお願い致します。
 ※事業の運営上、品物や量によってはお断りさせて頂く場合
　 もありますので、ご了承ください。

くらしサポートセンター「みらい」 ☎043-421-3003

　 ご注意いただきたい点
①賞味期限が明記され、かつ 2ヶ月
　程度あるもの
②常温で保存が可能なもの
③未開封であるもの
④破損で中身が出ていないもの

寄付いただきたい食品
○保存食品
　（缶詰、瓶詰等）
○カップラーメン
○非常食

●日時…１月３０日（日）
　　　　１０:００～１１:３０
●場所…児童センター
●対象…４才～６才（未就学児）
●定員…１０組２０名
●参加費…１００円

【申込について】
○１月１７日（月）９:００～１７:００
○電話のみの受付（お友達の申込はできません）
　※定員以上の申込があった場合は抽選
○キャンセルが出た場合、繰り上げ当選もございます。
　その際は、前日までにご連絡いたします。

問い合わせ…総合福祉センター内児童センター
　　　　　　☎ 043-423-2940

同時開
催

お楽し
みタイ

ム♪

家庭に眠っている
食品大募集！


